
















評価 成果値 2023年度目標 評価コメント（課題の抽出や進行状況、今後の改善内容）

2023分(2024報告)
基本目標

基本的な方
向

事業の展開 頁 担当課
番
号
主な取り組みや事業

48 消防団の活動促進 42 消防総務課 B
再編を実施していない支団について、再編

の実施に向けた検討会等を開催するための

準備を進める。

 再編を実施していない支団と意見交換会を行い、地区の実情や課題等を共有した

後、再編に向けた方向性を協議することができた。今後も引き続き、消防団員が活

動しやすい体制づくりを第一に考え、君津市消防団組織再編基本計画に基づき、再

編を実施していない支団の組織再編に取り組んでいく。

②災害時要

援護者の支

援体制の整

備
49

避難行動要支援者支援事

業

※2022年4月開始（旧掲

載事業：災害時要援護者

支援計画推進事業）

42 厚生課 B
作成者数

297人

自治会⾧と民生委員との情報共有の場を設

け、制度の説明をすることで、計画作成率

の向上につなげたい。(70％)

 個別避難計画の令和５年度末時点の作成率は約３８％と低く、自治会⾧や民生委

員の交代により作成が円滑に進まないケースがあるが、市政協力員会議や民生委員

児童委員協議会等での制度周知や、地域の会議や勉強会等での個別説明を行うこと

で作成を推進し、作成数は増加した。

 今後は、地域関係者への制度周知や、個別説明等の作成支援を行うことで、作成

率の向上を目指す。

50
安心・安全メールの登

録推進
43 市民生活課 A 引き続き、速やかな情報発信に努める。

 警察署から依頼された電話de詐欺の注意喚起や不審者情報等を、市民に速やかに

メールやＳＮＳ等により配信し、犯罪被害の防止等に努めた。

51

自主防犯パトロール隊

及び防犯関係団体への

支援

43 市民生活課 B 65団体
支援の要件の緩和など、団体が活動しやす

い環境を整える。

 自主防犯パトロール隊の活動に必要な物資を支給し、地域の自主防犯力の向上を

図ることにより、地域の安全を確保した。

 登録団体の増加に向け、引き続き団体への支援を行い、更なる地域の自主防犯力

向上に努める。

52 防犯環境の整備 43 市民生活課 A
引き続き、有効性の高い場所を考慮し、設

置を進める。

 自治会からの要望を基に現地調査を行い、有効性の高い場所への防犯灯の新設に

より、夜間における歩行者の安全確保と犯罪の防止を図った。

 また、警察署と協議の上、防犯カメラを新設し、路上犯罪の抑止を図った。

53
地域子育て支援拠点事

業
44 こども政策課 C

回答数100件

満足度平均94.3％

（設備94％、利用時間95％、

イベント94％、職員94％）

調査期間R5.12.20～R6.1.23

100%

 利用者の意向をより的確に捉えるため、母調査対象数を増やすとともに、各項目

の満足度を調査した。結果として満足度は目標値を下回ったが、残りの回答は「ふ

つう」であり、「満足しない、不満」の回答は０％であった。

 よって、施設の利用に関しては概ね好評を得られたと考えられる。

今後は、令和６年４月末に旧君津子育て支援センターから機能移転した、みふねの

里保育園内の子育て支援センターについて、基幹保育園との統合による機能強化を

利用者に実感してもらうため、相談しやすい環境づくりや施設の積極的なPRが求め

られる。

54
地域包括支援センター

運営事業（再掲）
44 高齢者支援課 A

地域の関係機関との連携等、包括的・継続

的ケア体制の構築

 包括的・継続的ケア体制の構築のため、地域包括支援センターの専門職ごとに定

期的に連絡会議を実施し、情報交換・情報共有を行った。

55
障害のある人への相談

支援
44 障がい福祉課 A

引き続き、障害者本人やその家族等からの

相談に応じるとともに、障害者基幹相談支

援センターと連携し、障害者の福祉の増進

を図る。

 本人や家族からの相談に応じ、制度の案内や関係機関と連携して対応を行った。

３ 適切な

福祉サービ

スを利用で

きる仕組み

づくり

（１） 相

談体制の充

実

①相談体制

の充実

③防犯対策

の推進
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